
かんぴようの硫黄くん蒸と品質について

1．試験のねらい

　　かんびょうは貯蔵期間中の品質保持のため硫黄くん蒸を行っているが蓼くん蒸時の硫黄便

用量などが間題となってきておリ適正化が望まれている。そこで　くん蒸時の硫黄使用量・

水分含量が貯蔵中の製品の品質及び亜硫酸含有量に及ぼす影響と・くん蒸後の脱硫時聞が亜

硫酸含有量に及ぼす影響を明らかにするため，昭和61～62年の2か年にわたリ検討した。

2．試験方法

11）硫黄使用量と品質変化：くん蒸は2回行い，硫黄使用量（製品40幼当り9）は・1）

　　0＋0，2）40＋40，3）40＋80冒4）80＋40智5）80＋80の5処理とした。

（2）　くん蒸時の水分含量と品質：水分含量の多（2王～23％），少（18～21％）と硫黄使

　　用量製品40晦当り409，809をそれぞれ組み合せ，くん蒸は2回行りた。

（3）脱硫時間が亜硫酸含有量に及ぼす影響：くん蒸時の水分含量は20％及び30％の2段階・

　硫黄使用量は製品40んg当り809とし2回くん蒸を行い，亜硫酸含有量はくん蒸2回処理後

　　くん蒸施設より取り出し，天目乾燥0，15，30，60・120・360分後に調査を行った。

　　各試験とも‘しもつけしろ．を供試し，亜硫酸含有量はランキソ法で測定した。

3．試験結果及び考察

　（1）貯蔵中の水分及び亜硫酸含有量は表一1のとおり，徐々に減少する傾向であったが・80

　　－80区のみ360目後でも49の基準以上であった。製品の褐変は80－80区以外は120

　　目後から，80－80区は褐変が最も遅く300目後に認められ，また，ヵピの発生は40－40

　　区で240日，80－40区は300目後から認められたが，他の処理区では発生がなかりた。

　　このことから，硫黄使用量の多い区ほど，また，2回目処理量の多い区で貯蔵性が高かつた

　　が，8092回処理は亜硫酸含有量が華準の4g以上だつたので問題があると思われた。

　（2）貯蔵中の水分及び亜硫酸含有量は表一3のとおリ徐々に滅少し・亜硫酸含有量が基準の4

　　9以下に達したのは，409処理の多水分で180目，少水分で120目・809処理は水分の

　　多少にかカニわらず360日後であった。また，製品の褐褒ヵピの発生は少水分区で遅く・と

　　くにヵピは360目後でもほとんど認められないため，少ない硫黄で長期問貯蔵する場合・く

　　ん蒸時の水分含量を少なくすることダ重要と思われた。

　（3）亜硫酸含有量は多水分区で多いが，脱硫時間の経過にともなりて減少し・基準量の49以

　　下になったのは両処理区ともほぼ60分後であった。

4．結果の要約

　　くん蒸時の水分含量がもっとも貯蔵中の品質に及ぼす影響が大きく・水分含量としては20

　％前後が適していると考えられる。また，硫黄使用量は1回目よリ2回目の処理量の影響が貯

　蔵性に大きく関与するが，あまり多すぎると亜硫酸含有量が増加するので注意が必要であるo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　　栃木分場　　田村恭志）
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表一1 水分及び亜硫酸含有量の変化

硫黄使用量 水　分　％ 亜硫酸含有量（9■危g）

1回目 2回目 120　180　240　300　360目 120　五80　240　300　360目
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表一2 貯蔵中の品質変化

硫黄使用量 褐　変　※ 品　質　評　価

1回目 2回目 60 120 180　240－　300　360目　　60 120　180　240　300 360目
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注。褐変程度

　　品質評価

一…褐変なし，十…やや褐変，廿…褐変。

◎…良，　　　○…並，　　　△…不良，

舟…褐変多

一…調査中止

表一3　　水分及び亜硫酸含有量の変化

　　硫　　黄
水分
　　使用量

水　分　％ 亜硫酸含有量（9／κg）

120 180　240　300　360日　　0 120180 240　300　360日

多 40x2
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表一4 貯蔵中の品質変化

　　硫　　黄
水分
　　使用量

褐　　　変 品質　評価1
60 120 180　240　300　360目　　60 120　　180　　240　　300 360目

多
40x2
80×2

十 甘　廿　舟　舟　◎
一　一　廿　甘　　◎
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注． 褐変程度

品質評価

一…褐変なし，十…やや褐褒廿…褐変，

◎…良，　　　○…並，　　　△…不良，

舟…褐変多

一…調査中止

表一5　　脱硫時問と亜硫酸含有量

水分
　％

脱 硫　時　問（分）
・0 15 30　　60　　120 360
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